
○
主
催
者
挨
拶

主
催
者
を
代
表
し
国
労
本
部

高
橋
伸
二
執
行
委
員
長
は
「
闘

い
の
積
み
上
げ
の
中
で
、
よ
う

や
く
解
決
の
扉
を
開
く
地
点
ま

で
到
達
し
た
。
採
用
差
別
問
題

の
解
決
と
共
に
、
働
く
者
の
雇

用
と
権
利
、
安
全
と
安
心
な
暮

ら
し
を
求
め
る
集
会
に
し
た
い
」

と
挨
拶
を
述
べ
た
。

○
来
賓
挨
拶

続
い
て
、
政
治
対
策
の
窓
口

で
あ
る
民
主
党
・
郡
司
彰
参
議

院
議
員
、
日
本
共
産
党
・
仁
比

聡
平
参
議
院
議
員
、
社
民
党
・

保
坂
展
人
衆
議
院
議
員
の
三
名

か
ら
「
政
治
の
責
任
で
解
決
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
」

で
あ
る
と
し
た
挨
拶
を
受
け
た
。

（
民
主
党
・
富
岡
由
紀
夫
参
議

院
議
員
も
参
加
）

○
情
勢
報
告

そ
し
て
国
鉄
闘
争
共
闘
会
議
・

二
瓶
久
勝
議
長
が
「
こ
の
局
面

を
作
り
だ
し
た
の
は
、
四
者
四

団
体
の
運
動
の
成
果
。
路
頭
に

迷
わ
な
い
解
決
が
基
本
で
あ
り

『
解
決
金
・
雇
用
・
年
金
』
に

つ
い
て
政
府
の
決
断
を
求
め
る
」

「
与
党
公
明
党
の
中
に
こ
の
問

題
で
対
応
委
員
会
が
設
置
さ
れ

た
。
三
月
に
予
想
さ
れ
る
判
決

を
勝
ち
取
る
姿
勢
を
堅
持
し
、

判
決
直
前
ま
で
大
衆
闘
争
と
裁

判
闘
争
を
基
本
に
政
治
解
決
に

向
け
て
闘
う
」
と
、
解
決
局
面

に
至
る
経
過
と
決
意
を
述
べ
た
。

○
労
働
団
体
挨
拶

労
働
団
体
か
ら
は
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
福
山
真
劫
事
務
局
長
、

全
労
連
・
大
黒
作
治
議
長
、
全

労
協
・
藤
崎
良
三
議
長
の
三
団

体
の
代
表
よ
り
「
労
働
者
の
窮

状
を
も
た
ら
し
た
源
の
国
鉄
問

題
の
全
面
解
決
に
全
力
を
あ
げ
、

労
働
運
動
の
反
転
攻
勢
を
勝
ち

取
ろ
う
」
と
激
励
。

○
呼
び
か
け
人
激
励
挨
拶

今
集
会
の
呼
び
か
け
人
一
〇

名
（
別
掲
）
を
代
表
し
て
、
鎌

田
慧
さ
ん
は
「
当
り
前
の
労
働

運
動
を
獲
得
す
る
再
出
発
の
集

会
。
総
選
挙
で
野
党
の
躍
進
を

実
現
さ
せ
、
野
党
共
闘
の
力
で

こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

○
当
事
者
の
決
意
と

家
族
の
訴
え

当
事
者
を
代
表
し
、
鉄
建
公

団
訴
訟
原
告
団
・
酒
井
直
昭
団

長
が
「
こ
の
集
会
を
契
機
に
改

め
て
政
治
責
任
を
追
及
し
、
勝

利
解
決
を
勝
ち
取
る
」
と
決
意

を
表
明
、
国
労
博
多
闘
争
団
家

族
の
柳
瀬
つ
る
代
さ
ん
は
「
こ

れ
以
上
仲
間
を
失
う
こ
と
な
く

一
日
も
早
い
解
決
を
求
め
る
」

と
訴
え
た
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
が
提
案
さ
れ

た
後
、
閉
会
の
挨
拶
で
全
日
本

建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
・
佐

藤
陵
一
中
央
執
行
委
員
長
が

「
野
党
の
足
並
み
も
揃
い
政
党
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
も
ま
と

ま
っ
た
。
裁
判
闘
争
と
大
衆
行

動
の
強
化
で
政
治
解
決
を
図
ろ

う
」
と
更
な
る
奮
起
を
訴
え
、

最
後
に
国
鉄
闘
争
支
援
中
央
共

闘
会
議
山
口
弘
文
事
務
局
長
の

団
結
頑
張
ろ
う
で
拳
を
突
き
上

げ
た
。
そ
の
後
デ
モ
隊
が
Ｊ
Ｒ

採
用
差
別
問
題
の
早
期
解
決
を

市
民
ら
に
訴
え
た
。

な
お
、
仙
台
地
方
本
部
か
ら

は
各
支
部
共
に
要
請
動
員
数
を

大
幅
に
上
回
る
組
合
員
の
参
加

（
要
請
九
五
名
↓
現
地
集
約
一

四
九
名
）
や
各
県
の
支
援
共
闘

か
ら
も
多
く
の
参
加
が
あ
っ
た
。

る
。
今
回
の
指
摘
は
支
社
が
そ

の
取
扱
い
に
お
い
て
組
合
側
が

容
認
出
来
な
い
扱
い
を
行
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

③
具
体
的
に
は
、
協
定
に
そ
の

期
間
を
原
則
三
年
以
内
と
謳
っ

て
い
る
中
で
、
二
度
の
延
長
を

行
お
う
と
し
て
い
る
事
。
延
長

の
例
外
措
置
は
あ
る
が
、
原
則

は
あ
く
ま
で
三
年
以
内
。
ま
し

て
当
出
向
は
〇
七
年
七
月
に
一

度
、
一
年
間
の
延
長
発
令
を
し

て
お
り
、
当
時
の
簡
易
苦
情
処

理
で
も
Ｊ
Ｒ
へ
の
復
帰
を
求
め

て
お
り
、
会
社
の
「
努
力
す
る
」

と
の
回
答
か
ら
不
満
な
が
ら
も

整
理
し
た
経
過
が
あ
る
。

④
更
に
は
今
年
に
入
り
組
合
側

か
ら
当
該
組
合
員
の
希
望
を
会

社
側
へ
伝
え
て
お
り
、
復
帰
に

向
け
た
条
件
整
備
の
時
間
は
十

分
に
あ
っ
た
。

⑤
よ
っ
て
会
社
側
か
ら
い
か
な

る
延
長
の
理
由
を
述
べ
ら
れ
て

も
、
三
年
間
の
延
長
は
容
認
で

き
ず
、
出
向
協
定
に
則
り
原
則

三
年
以
内
の
期
限
を
守
り
、
Ｊ

Ｒ
本
体
へ
復
帰
さ
せ
る
こ
と
。

⑥
ま
た
こ
の
事
は
地
方
本
部
と

支
社
の
支
社
の
関
係
に
と
ど
ま

ら
ず
、
東
日
本
本
部
全
体
、
ま

た
全
社
員
へ
の
混
乱
を
引
き
起

こ
す
恐
れ
も
あ
る
。
会
社
の
恣

意
的
な
判
断
で
、
希
望
が
な
い

中
で
の
永
久
出
向
が
実
施
で
き

る
よ
う
な
事
例
を
作
り
、
ま
た

無
用
な
労
使
紛
争
に
発
展
す
る

こ
と
の
無
い
様
、
協
定
の
正
常

な
取
扱
い
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。
今
回
の
団
交
で
は
正
常
な

協
定
の
取
扱
い
の
申
し
入
れ
に

対
し
「
就
業
規
則
等
に
基
づ
き

取
り
扱
っ
て
い
る
」
と
し
、
協

定
よ
り
も
就
業
規
則
が
優
先
さ

れ
る
か
の
よ
う
な
回
答
で
あ
り
、

協
議
の
中
で
も
「
本
人
の
健
康

状
態
の
推
移
を
見
る
」
と
し
た

が
、
協
定
の
見
解
は
一
致
せ
ず

に
終
了
し
た
。

○
国
労
申
と
会
社
回
答

一
、
事
前
通
知
の
撤
回
と
正
常

な
形
で
の
出
向
協
定
の
取
扱
い

を
行
わ
れ
た
い
。

回
答
：
社
員
の
出
向
に
つ
い
て

は
、
就
業
規
則
等
に
基
づ
き
取

り
扱
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
出
向
延
長
に
つ

い
て
は
、
事
前
通
知
ど
お
り
発

令
を
行
っ
て
お
り
撤
回
す
る
考

え
は
な
い
。

二
、
本
人
同
意
の
な
い
形
で
の

出
向
の
延
長
に
つ
い
て
、
過
去

五
年
の
実
績
数
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

回
答
：
出
向
の
延
長
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
経
験
や
出
向
先
会

社
の
業
務
内
容
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

三
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
あ
わ
せ

た
出
向
延
長
の
期
間
設
定
に
つ

い
て
、
本
協
定
に
は
示
さ
れ
て

い
な
い
の
で
見
直
さ
れ
た
い
。

回
答
：
現
行
の
協
定
で
問
題
な

い
と
考
え
て
い
る
。
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十
月
二
四
日
、
四
者
・
四
団
体
は
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
お

い
て
「
今
こ
そ
政
治
決
断
を
！
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
問
題
の
解
決
要

求
実
現
を
目
指
す
一
〇
・
二
四
中
央
大
集
会
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
生
憎
の
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
最
高
の
一

万
千
二
百
人
が
結
集
し
、
解
決
に
向
か
っ
て
全
体
が
一
致
結
束

す
る
と
共
に
、
解
決
を
図
る
決
意
を
固
め
合
っ
た
。
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呼
び
か
け
人

敬
称
略
）

☆
雨
宮

処
凛

（
作
家
）

☆
片
岡

曻
（
京
大
名
誉
教
授
）

☆
鎌
田

慧
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
）

☆
神
田

香
織
（
講
談
師
）

☆
佐
高

信

（
評
論
家
）

☆
下
山

房
雄

（
九
大
名
誉
教
授
）

☆
芹
澤

寿
良

（
高
知
短
大
名
誉
教
授
）

☆
塚
本

健

（
東
大
名
誉
教
授
）

☆
中
山

和
久

（
早
大
名
誉
教
授
）

☆
萬
井

隆
令

（
龍
谷
大
法
科
大
学
院
教
授
）

地
方
本
部
は
六
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
簡
易
苦
情
処
理
会
議

に
お
い
て
「
出
向
協
定
の
取
扱
い
」
に
お
け
る
問
題
点
を
指
摘
、

改
善
を
求
め
た
が
、
平
行
線
の
ま
ま
終
了
し
た
た
め
、
六
月
三

〇
日
に
「
国
労
申
第
二
五
号
」
を
申
し
入
れ
、
今
回
の
団
交
開

催
に
至
っ
た
。
交
渉
の
中
で
会
社
は
「
就
業
規
則
等
に
基
づ
き

取
り
扱
っ
て
お
り
、
延
長
に
つ
い
て
も
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ

せ
た
取
扱
い
で
あ
り
問
題
な
い
」
と
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
発
令

撤
回
の
意
思
は
な
い
事
を
改
め
て
示
し
た
。

今
回
の
出
向
協
定
の
取
扱
い

に
関
す
る
申
し
入
れ
の
趣
旨
は
、

①
〇
六
年
一
一
月
、
国
労
東
日

本
本
部
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
過
去

の
紛
争
に
つ
い
て
和
解
で
整
理

を
図
り
、
仙
台
支
社
に
お
い
て

も
和
解
を
契
機
に
お
互
い
の
立

場
を
理
解
し
合
い
、
話
合
い
を

機
軸
に
問
題
の
解
決
に
向
け
努

力
し
て
き
た
。

②
こ
う
し
た
経
過
の
中
、
〇
六

年
一
〇
月
に
は
本
社
・
本
部
間

で
出
向
協
定
も
締
結
さ
れ
て
い



国
労
宮
城
県
支
部
は
一
一
月

二
日
、
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い

て
第
五
〇
回
の
定
期
大
会
を
開

催
し
た
。
支
部
を
代
表
し
て
秋

山
委
員
長
は
、
昭
和
三
七
年
に

結
成
さ
れ
て
五
〇
回
の
定
期
大

会
を
迎
え
た
事
に
対
し
て
の
御

礼
を
述
べ
た
後
、
以
下
四
点
の

挨
拶
を
行
っ
た
。

○
秋
山
委
員
長
挨
拶一

、
解
雇

撤
回
Ｊ
Ｒ

復
帰
の
闘

い
は
、
団

結
と
世
論

形
成
の
課
題
を
克
服
し
一
日
も

早
い
解
決
を
目
指
し
奮
闘
し
て

行
く
。

二
、
安
全
問
題
は
、
Ｊ
Ｒ
発
足

後
の
合
理
化
に
よ
っ
て
傷
害
事

故
や
輸
送
障
害
が
増
大
し
て
い

る
。
設
備
メ
ン
テ
再
構
築
合
理

化
以
降
百
名
を
超
え
る
パ
ー
ト

ナ
ー
会
社
社
員
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
を
認
識

し
議
論
し
安
全
・
安
心
そ
し
て

安
定
輸
送
の
確
立
の
た
め
奮
闘

し
て
行
く
。

三
、
組
織
拡
大
は
、
職
場
の
問

題
や
仲
間
の
変
化
に
目
を
配
り
、

議
論
し
合
い
な
が
ら
、
職
場
で

も
の
が
言
え
る
、
国
労
の
運
動

が
見
え
る
よ
う
に
す
る
事
が
重

要
。
国
労
に
入
ろ
う
と
い
う
雰

囲
気
を
全
員
で
作
り
上
げ
る
。

四
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る

闘
い
は
、
改
憲
策
動
に
反
対
し
、

国
民
の
求
め
る
政
権
交
代
実
現

に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
事
件

解
決
の
た
め
に
も
衆
議
院
選
挙

で
は
野
党
・
革
新
政
党
の
躍
進

に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。

質
疑
で
は
一
二
名
が
発
言
し
、

要
員
問
題
・
職
場
環
境
・
設
備

メ
ン
テ
・
地
震
対
策
・
遠
距
離

配
転
・
個
人
面
談
・
教
育
問
題
・

春
闘
・
組
織
拡
大
・
組
織
対
策

費
・
昇
進
試
験
・
賃
金
減
額
等

多
岐
に
亘
っ
た
。

ま
た
同
支
部
は
大
会
終
了
後
、

結
成
五
〇
周
年
の
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で

の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
共
に
、
改

め
て
闘
い
の
決
意
を
固
め
あ
っ

た
。
な
お
任
期
一
年
の
新
執
行

部
は
以
下
の
通
り
。

十
月
二
五
日
、
国
労
仙
総
支

部
は
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て

第
二
一
回
定
期
大
会
を
開
催
し

た
。
支
部
を
代
表
し
庄
司
委
員

長
は
、
以
下
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

○
庄
司
委
員
長
挨
拶

一
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期

解
決
を
め
ざ
す
闘
い
は
、
本
部

に
よ
れ
ば
「
解
決
の
扉
に
手
が

か
か
っ
た
状
態
」
で
あ
り
、
そ

し
て
塩
釜
で
開
催
さ
れ
た
早
期

解
決
を
求
め
る
集
会
で
の
連
帯

す
る
会
・
山
下
事
務
局
長
の
言

葉
を
借
り
れ
ば
「
今
回
が
最
初

で
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
」
で
あ
り
、

私
た
ち
の
長
い
闘
い
の
中
で
作

り
出
し
て
き
た
到
達
点
と
し
て

迎
え
た
重
要
な
大
会
で
あ
る
。

二
、
不
当
労
働
行
為
根
絶
、
労

働
条
件
改
善
、
権
利
確
立
を
め

ざ
す
闘
い
で
は
、
一
昨
年
の
幹

総
に
お
け
る
Ｔ
Ｋ
Ｋ
社
員
の
死

亡
事
故
、
そ
し
て
現
在
も
東
日

本
管
内
で
連
日
の
よ
う
に
輸
送

障
害
が
発
生
し
、
ま
た
グ
ル
ー

プ
会
社
社
員
を
含
め
た
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
形
で
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
か
も
知
れ
な
い
現
状

に
お
い
て
、
労
働
組
合
と
し
て

い
か
に
安
全
を
確
保
し
て
い
く

の
か
が
重
要
な
任
務
に
な
っ
て

い
る
。

○
主
な
質
疑
な
ど

◆
東
日
本
本
部
が
行
っ
た
「
あ
っ

せ
ん
申
請
」
に
つ
い
て
。

◆
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組

み
。
新
た
な
再
雇
用
者
の
組
織

化
を
ど
う
図
る
か
。

◆
出
向
協
定
。
早
急
に
Ｊ
Ｒ
に

戻
す
取
組
み
を
。

◆
〇
九
春
闘
。
こ
れ
ま
で
以
上

の
取
り
組
み
が
必
要
。

◆
部
外
委
託
を
止
め
る
取
り
組

み
。
エ
ル
ダ
ー
の
職
場
確
保
と

言
わ
れ
る
が
、
安
全
面
も
含
め

た
直
営
の
確
保
が
必
要
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
。

各
科
毎
に
対
応
に
違
い
が
あ
り

混
乱
。
統
一
し
た
対
応
を
。

◆
社
員
共
済
会
の
契
約
。
発
足

時
の
経
過
か
ら
未
加
入
で
あ
る

社
員
が
存
在
。
途
中
加
入
の
承

認
が
さ
れ
る
よ
う
組
合
と
し
て

働
き
か
け
を
。

◆
大
地
震
な
ど
の
異
常
時
の
扱

い
。
会
社
は
出
社
を
優
先
し
、

帰
宅
は
考
え
て
い
な
い
。
モ
ニ

タ
ー
通
勤
者
が
五
〇
名
を
超
え

て
お
り
、
帰
宅
難
民
問
題
も
。

◆
ア
ス
ベ
ス
ト
検
診
。
放
射
線

被
爆
を
考
慮
し
て
か
八
名
減
。

◆
昇
進
試
験
。
実
習
生
が
合
格

し
ベ
テ
ラ
ン
が
不
合
格
。
理
由

の
説
明
が
な
い
。

◆
教
宣
。
安
全
面
等
会
社
へ
の

不
満
が
あ
る
。
安
全
問
題
や
反

合
理
化
闘
争
の
ニ
ュ
ー
ス
化
を
。

◆
分
会
活
動
。
執
行
委
員
会
の

定
例
化
。
機
関
紙
が
エ
リ
ア
と

地
本
で
表
彰
。
団
結
会
・
春
闘

学
習
会
の
開
催
。

◆
配
転
者
を
地
元
へ
戻
す
取
組

み
の
強
化
を
。

◆
出
向
先
会
社
の
休
日
。
Ｊ
Ｒ

よ
り
四
日
少
な
い
と
二
年
前
指

摘
。
解
決
し
な
い
と
不
公
平
感

が
あ
り
、
ど
う
取
組
む
の
か
。

◆
会
社
施
設
利
用
。
分
会
が
窓

口
に
な
れ
な
い
。
直
接
申
込
み

出
来
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
。

○
東
北
活
動
家
交
流
集
会

一
二
月
七
日
（
日
）
一
三
時

〜
八
日
（
月
）
一
二
時

岩
手
県
鶯
宿
温
泉

「
南
部
富
士
見
ハ
イ
ツ
」

○
組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会

一
二
月
一
四
日
（
日
）
一
三
時
半

〜
一
五
日
（
月
）
一
一
時
半

神
奈
川
県
三
浦
市

オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

「
マ
ホ
ロ
バ
・
マ
イ
ン
ズ
三
浦
」
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団結 抵抗 統一

11月1日、国労山形県支部にて、山形
連合分会芋煮会が開催されました。
今回も昨年に引き続き、仙台駅連分
会の仲間を交えた合同芋煮会として盛
大に行われました。
宮城県支部の千葉執行委員(仙石線駅
連分会)を始
めとして、
仙台駅連分
会の7名から
宮城の地よ
り参加して頂きました。今回は地域間
異動から帰ってきた畑山さんの歓迎会
も兼ねており、山形連合分会は駅班を
中心に12名の仲間が参加し、家族を含
め総勢20名の交流会となりました。熊
鍋ときりたんぽ鍋という芋煮とは無関
係な鍋料理が前日から仕込まれ、さし
ずめ「鍋合戦」の様相も？
材料調達から調理、会場設定まで全
て仙台駅連・山連合同で行いました。
11時から始まり、17時頃まで事務所
にて交流し、その後場所を変えて更に
交流は続きました。交流の中では、
「駅職場での過不足金が出た時の扱い

がひどい」「４年連続の冬期発令につ
いて」「新採とのかかわり」「各職場
の現状と班活動の現状」「遠距離通勤
片道2時間の実態」等々、職場実態を
始めとして意見が多く出されました。
両分会からの挨拶では、山形での合

同芋煮会を来年
も引き続けてい
く事と、宮城に
も足を運んで交
流していくこと

が約束され、これを基に組織拡大をこ
れまで以上に真剣に取り組むことをお
互い確認し合い、盛会のうちに終了し
ました。【山形 佐藤通信員】

退

職

九
月
三
〇
日

大
村

恒
雄
さ
ん

仙
台
保
線
区
分
会

エ
ル
ダ
ー

蘇
武
加
持
善
さ
ん

小
牛
田
駅
連
分
会

佐
々
木
敬
喜
さ
ん

郡
山
駅
連
分
会
エ
ル
ダ
ー

紺
野

正
美
さ
ん

郡
山
信
通
分
会

エ
ル
ダ
ー

佐
藤

恵
一
さ
ん

仙
総
支
部
台
車
分
会

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

執
行
委
員
長

秋
山

正
浩

仙
台
建
築

執
行
副
委
員
長

八
巻

孝
夫

小
牛
田
運
輸
区

書
記
長

山
田

芳
夫

岩
沼
駅
連

執
行
委
員

内
田

五
郎

貨
物
宮
城

宮
本

広
美

仙
台
電
車
区

木
藤

昭
弘

仙
台
駅
連

佐
々
木

一
雄

仙
・
宮
運
輸
区

佐
藤

涼
一

小
牛
田
運
輸
区

千
葉

祐
悦

仙
石
線
駅
連

村
上

正
博

岩
沼
駅
連

婦
人
部
長

三
上

敦
子

仙
台
病
院

会
計
監
査

後
藤

武
志

小
牛
田
運
輸
区

福
原

育
夫

仙
台
電
車
区

執
行
委
員
長

庄
司

修

副
執
行
委
員
長

阿
部

春
雄

書

記

長

原
子

清
貴

執
行
委
員

遠
山

政
孝

原
田

靖

鈴
木

英
弘

及
川

正
昭

山
口

智

会
計
監
査
員

加
成

三
男

多
賀

貴
弘


